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相談機関 電話番号

内閣府ＤＶ相談＋（プラス）
※�メール相談・チャット相談も行ってい

ます。詳しくはホームページ（https://

soudanplus.jp/)をご覧ください

☎0120-279-889

（つなぐ はやく）

内閣府ＤＶ相談ナビ ☎#8008（はれれば）

県男女共同参画センター ☎019-606-1762

県南広域振興局花巻保健福祉環境セン
ター

☎22-4921

市役所婦人相談窓口（新館地域福祉課） ☎41-3575

■�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

　
Ｄ
Ｖ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
に
伴
う
生
活
不
安
や
ス
ト
レ
ス
な
ど

の
影
響
に
よ
り
、
Ｄ
Ｖ
の
増
加
・
深
刻

化
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
県

内
の
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

や
市
で
相
談
を
受
け
た
Ｄ
Ｖ
件
数
に
つ

い
て
は
著
し
い
増
加
が
見
ら
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
内
閣
府
の
調
査
に
よ
る

と
、５
月
・
６
月
の
Ｄ
Ｖ
相
談
件
数（
※
）

は
前
年
同
月
の
お
よ
そ
１
・
６
倍
に
増

加
し
て
い
ま
す
。

※�
…
全
国
の
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
と
Ｄ
Ｖ
相
談
プ
ラ
ス
へ
の
相

談
件
数
の
合
計

■���「
こ
れ
っ
て
暴
力
？
」と
感
じ
た
ら

　
一
人
で
抱
え
ず
相
談
し
ま
し
ょ
う

　
パ
ー
ト
ナ
ー
と
い
て
、
恐
怖
を
感
じ

た
り
緊
張
し
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
関
係
に
「
何
か
お
か

し
い
」
と
感
じ
た
ら
、
ま
ず
は
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。「
暴
力
を
受
け
る
の
は
自

分
が
悪
い
」「
私
が
我
慢
す
れ
ば
良
い
」

と
考
え
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
ど
ん
な
暴
力
で
あ
っ
て
も
、
暴
力

は
振
る
う
方
が
悪
い
の
で
す
。
あ
な
た

が
悪
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
庭
内

の
Ｄ
Ｖ
を
外
部
に
相
談
す
る
の
は
、
と

て
も
勇
気
の
い
る
こ
と
で
す
。
し
か

し
、
暴
力
を
受
け
続
け
る
こ
と
で
、
自

分
自
身
や
子
ど
も
が
取
り
返
し
の
つ
か

な
い
心
身
の
傷
を
負
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
相
談
機
関
で
は
、
相
談
員
が
悩
み

事
を
よ
く
聞
い
た
上
で
一
緒
に
問
題
点

を
整
理
。
必
要
に
応
じ
て
専
門
の
相
談

機
関
に
つ
な
げ
る
な
ど
、
解
決
す
る
た

め
に
支
援
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　■
市
の
取
り
組
み

　
市
で
は
、
市
役
所
婦
人
相
談
窓
口
を

設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
毎
年
「
Ｄ
Ｖ
防

止
に
つ
い
て
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
。
本
年
度
は
、「
Ｄ
Ｖ
と
ト
ラ
ウ
マ
ケ

ア
」
を
テ
ー
マ
に
実
施
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
市
内
の
図
書
館
４
館
で
Ｄ
Ｖ
防
止

啓
発
の
た
め
の
企
画
展
を
行
い
ま
す

（
左
ペ
ー
ジ
参
照
）。
こ
の
ほ
か
、
市
内

学
校
向
け
に
岩
手
県
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
が
実
施
す
る
「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
予

防
講
座
」
の
周
知
や
開
催
支
援
な
ど
も

し
て
い
ま
す
。

　男女共同参画情報Ｗｅ（ウィー）「Ｗｅ」は日本語で「私たち」。男女共同参画を

「私たちみんなで考え、みんなで進めたい」という願いが込められています。

女性に対する暴力根絶のシンボル「パープ
ルリボン」を着けたフラワーロールちゃん

【問い合わせ】 本館地域づくり課（☎41-3514）

企画展

　市内四つの図書館で開催される企画展。

その中からお薦めの本を紹介します。

まずはＤＶを知ることから始めましょう

■開催期間　11月４日（水）～30日（月）

『目に見えない傷 ドメスティック・バイオレンスを知り、解決するために』

レイチェル・ルイーズ・スナイダー 著、庭田よう子 訳（みすず書房）　

　被害者、支援組織、警察への取材から、外からは見えにくいＤＶの実態

を明らかにし、解決への道を探る一冊です。

花巻・東和図書館所蔵

『レンアイ、基本のキ～好きになったらなんでもＯＫ？～』

打越さく良 著（岩波書店/岩波ジュニア新書）

　さまざまなケースからデートＤＶに陥らない対処法を紹介。恋愛の基本

的なマナーやルールで２人の在り方を考えていく、好きな人ができたら読

みたい一冊です。

大迫図書館所蔵

『ＤＶ被害者支援ハンドブック改訂新版～サバイバーとともに～』

尾崎礼子 著（朱
と

鷺
き

書房）

　著者が携わってきた米国でのＤＶ被害者支援の経験を基に、被害者の視

点から支援の在り方を紹介します。

石鳥谷図書館所蔵

テーマ「ＤＶとトラウマケア」

■�日時　11月24日（火）、午後１時30分～３

時30分

※�Zoomアプリを利用したオンラインによるセ

ミナーです。インターネット環境がない人

は、下記の会場でもご覧いただけます

■会場　花巻市交流会館 交流スペース

■�内容　講演「傷ついた心に明かりを灯
とも

す

には～ＤＶのトラウマケアの現場から

～」

■�講師　ＮＰＯ法人レジリエンス代表の中

島幸子さん

■定員　25人（先着順）

■受講料　無料

■申込開始日　11月４日（水）

■�申し込み方法　電話、ファクス、メール

のいずれかで下記へ

※�ファクス、メールの場合は①氏名②電話

番号③受講方法（オンラインまたは会場）

④会場で受講する場合は ▼住所 ▼無料託

児希望の有無〔対象は１歳以上の未就学

児。申し込みは11月17日（火）まで〕を明記

■�問い合わせ・申し込み　本館地域づく

り課（☎41-3514 思22-6995 死kyodo-

danjo@city.hanamaki.iwate.jp）

ＤＶ防止について考えるセミナー

セミナー

　内閣府では、11月12日（木）～25日（水）を「女性に対する暴力をなくす運動期間」と

しています。また、県では11月１日（日）～30日（月）を岩手県「女性に対する暴力を

なくす運動期間」としています。この機会に、ＤＶについて考えてみませんか。

花
巻
・
東
和

図
書
館
所
蔵

「暴力をなくすために～ＤＶを正しく理解する」

市内図書館企画展

■ＤＶ関連相談窓口

Ｄ
Ｖ
は
、
ど
ん
な
理
由
で
あ
ろ
う

と
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
Ｄ
Ｖ
を
許
さ
な
い
」
と
い
う

姿
勢
を
社
会
全
体
で
示
し
て
い
き

ま
し
ょ
う

短縮ダイヤルにな
り覚えやすくなり
ました！

暴力をなくすために
～ＤＶを正しく理解する～

　配偶者や恋人などの親密な関係にある、またはあった

人から受ける暴力を「ドメスティック・バイオレンス（Ｄ

Ｖ）」と言います。ＤＶには、殴る、蹴るといった身体的

暴力のほか、精神的暴力、社会的暴力など、さまざまな

形態があります。ＤＶの多くは複数の暴力が重なって起

こり、何度も繰り返されるという特徴があります。


